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加工用イチゴのへた取り作業の省力化に関する研究－Ⅰ  

イ チゴのへた離れ力について  

宮崎 正則・柴谷 誠一・藍内 一雄  
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加工用イチゴにおいて，へた離れ性は収挫や製造作韮の智力化に関連する重要粗野質の→つでぁ  

る．わが国のイチゴ旺巨＼た取り方睦は，産地により異なるが，へた伸幸果を収穫したのち，手ある  

いは撞械で除く方法．あるいはは填で両手を使って果実のみを収穫する方法（へたは果梗に付けた  

ままで殊に残す）などが行なわれている．しかしいずれも多くの時間と労力巷草し，このことが－  

農家あたりの栽培面積庖拡大することので善ない大重な理由にもなっている．そのため，へた取り  

容易なイチゴ晶揮再出現，あるいは裁培法の改革が強く望まれている．諸外国では．収穫およぴへ  

た取り作業を揺髄的に行な宙うとする試みが報告されているがト朝，この場合の果実収盈は手収穫  

の喜劇亡も達していない・そこで，片手で果実のみを収穫することができればトたは掛こ残す），  

へた取り作業は不要で，収穫労力も従来の方法忙比べて省力化できると考え，片手収穫可能屯品種  

の育成や栽培法個確立を目的に東研究をはじめた．速報では，へた離乳力（へたを果巽から引善離  

す旺要する力）の簡基軸走器を作製し，へた離れと果軌晶硬，熱度との関係を調べるとともに，  

へた離れ部位む組儲化学的観察庖行なった．  

美 観 方 法   

1．供試晶稗   

当・研究所経線で栽培した加工用晶檻「丁メリカ」，崖應用品藩「宝質草盤」，野生種「E胱」   
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（Ea凱Mol山鳩Cl¢n母dFra脚ri8V朗亡a）をは  

じめとする註宜品詰を暁試した．果某はへた離れ  

力馳走蕃忙固定するため．果梗春雪亡m程度残  

して収穫した．   

2．へた憬れ力の測定法  

へた触れカを朝尭するた軌写菓1の簡易測  

定器を作華した・蝕卓用苺自動上皿秤を用い，  

モの目盛軌こ直垂針壷つ机乗車固定器巻上皿  

に連鮨書せて秤咽下部粧設置した．果菜画定器  

はへたと果梗初出し乱れができる程度に切りこ  

み巷つけた皿串よぴへたと果硬重囲定す亀コッ  

クとから成り，果来春皿の上に証書I皿の下忙  

出たへたと莱梗港コ・ツタで固定し．このコック  

は回転器に謹聴毒せた．回鞋審春画囁してへた  

部捏引張り．侃たが果実から離れた時由グラム  

数を置卓射で読串と軋へた鮭れ力として養わ  

した．引張り速贋は15～即妙で牌7mm垂直方  

向に引張った．轟器で軋良したところ，異形の  

轟いおよぴわず加偲熟度㊥違いでへた離れ力に  

大畠な個件量感噛められたので，醐定時には果   

Pl咄1Theh軸Ent・如Ⅷ嘲印面射如  
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ぬ加厄叩丑山  

実を果重屈よび肩す卓程度で分輯したのち，測定した．巷ら紅組定額亀へた毎朝察し，果肉片再付  

着程度．赤色果皮由甘煮軽度などから適性熱度咽県東巷遠赦した．   

乱 へた機知力と黒瀬との問掛こつ小ての術査  

各品種盾へた離動力壷甜宜した時忙，果重，異形指数【タテ／ヨコ）一 へた晶と直径嚢よび肩す畠  

程匿を調遷し．相関保革置算出した．   

4．へた離れ部位の観葉   

「丁メuカ」累乗について．熱度別把在た散れ力と果肉硬度（果菜断面の硬度巷佐藤式硬度計で  

組定）を側癒するととも旺，へた馳札部位町徒事切片を観察した．さら旺パラフィン切片l）のへマ  

下車ダリ署染色，ルテニウムレッド染色虫よび水越切片のヒドロ阜シラミy一晩反応田を拭み∴艶  

徹鏡で観察した．  

葉 陰 結 果   

1．「アメリカ」のへた離れ力   

「丁メリカ」ぬ完熟果尊大果と小幕にわげ，さち把肩す卓軽度ぬ運いで館熱したのち，へた離札  

力首謝定し．義1の捨某が蒋られた．へた離れカは大果，小黒とも忙君すき軽度が小尊くなるにつ  

れて大きくなり，へたぐいこみ果で最も大きかった．また仁小乗酔へ尭離れ力蛙．女真旺比べて小  

さかった．ただし「アメリカ」の果実は果重10g以下で，肩すきなし臭が多いことから，こ助晶  

粗切株準へ缶離軋力持胡抑坤抑拍で轟ろうと考えた．   
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へた離れ力と異形と釘関係は表2のとおりで，へた離れ力と果軋異形捨凱へたあと直径，肩  

す卓程度との間に商い相聞係数が得られた．  

2．へた離れ力の品種間差異  

「重安早生」の完熟果のへた散れ力を尭3に示した．へた離れ力は肩すき具や小兵で小雀く．こ  

の傾向は「アメリカ」に類似した．な軌 この品種の標準へた離れ力はその異形からみて5（氾～  

TOOgであるうと推察した．  
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野生イチゴの「E血虹」と「U仁一1」（鈷誠i田持＝弛nneri叫galpine紙由kng〕のへた離れ力は真4の  

とぉ臼で轟った・これらの果実は果重旦g以下旺叫、果で，空胴があり．そのへた酢軋力は1印g以  
下で，「アメリカ」に比べてはるか忙小春く，片手で果実のみを容易忙収模することがで卓た．   

以上馴まか軋わが国・屯栽培種忠よび導且晶揮忙ついてそ曙完熟果のへた離れ力を諭べて表芸に  

示した・わが国萬代表的な品種「福羽」，「幸玉」．「春の香」などぬへた離れ力は500g旦l上であっ  
た■外国の品種のうち「アーリーモT」，「丁－リドン」，「シュアタロップ」のへた触れ力は3醐～  

4間宮で「アメリカ」と同程度であった軌 これらはいずれもウイルス柄旺罷病し，小異であっ  

た．  
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乱 へた離れ力と果実町熟度と町関係  

「アメリカ」，「宝交早生」，「EMC」町果実をそれぞれ熱度別に収穫し，へた離れ力と果肉硬度  

を調べて蓋6に示した・「アメリカ」忙ついては，へた離れ力と果肉硬度は録白期から徐々忙低下  

し，完熟期で最も低い値忙なった．「宝交早生」では，そのへた離れ力は中熱期までほとんど変イヒ  

せず．中熟期以膵に低下した軌果肉硬琵は催色期から徐々忙低下した．■、た離れ力が申熱期まで  

に低下しなかった原田は，「宝交早生」の未熟果のへた配本煮で引張ると，へたが果実から離れる  

Table6 Rchtio鵬hipbet叩enth瞳鴎如d餌血ingfBrCeandripenE！臨DfEtF甜吋be叩ff血t   
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前忙廉廉が嘲れたり．へたと畢硬との付着点付近で切れる已とが多く．それら昭数値整も骨也て平  

均値鞋算出したことにあり，未熟異曲其のへた敗れ力は10軸g以上であろうと思ねれた．問肥」  

では，帝自期嘩へた離れ力と果肉硬度はかなり大喪かった机中熟期まで旺急激に低下し，モ郎躁  

静牒忙低下した．   

4．へた職れ部位の祖廟化学腑観察  

「アメリカ」のへた離れ部位¢徒事切片を観察したところ，樺色小異ではへた離れ部位由凸・た直  

下部とずい部との間忙は明白な境旺認始ら  

れなかりた．し加七宗熱具では写真2のよ  

う旺，へた直下部は衛色，透明で粘性の感  

じ薗する組織とな軋 ずい部拙白色，不透  

明杜縦線となり．へた巷引張ると両組織の  

填で離れることか観察当れた．写真認は肩  

す卓異で轟患が，一方へたくいこみ果は写  

真牒申ように，へた直下部の間色粗描拍ず  

い由中央まで延び，その面蹄は扁す善果忙  

比べて大きいことがうかがわれた．   

′ヰラブイン切片巷へマトキツリソで染色  

すると，緑色小異，完熟果ともにへた直下  

辞．ずい都は売掛染色萎れ．完熟果では耳  

某4助ように，へた直下部とずい軸との聞  

で細胞助大き蕃旺重いが認められた．しか  

し恥骨が形成垂れた様子旺閉められなかっ  

た．ルテニウムレッドで染色すると．線色  

小異はへた直下帝，ずい部とも忙染色蕃れ  

たが，完熟畢は写真5のよう忙，へた直下  

郡由み染色垂れヰずい部桔ほとんど染色さ  

軌なかった．   

氷結切片についてヒドロキ針ラミリー 鉄  

屁店番試呑た姑果，聴色水臭踵へた盾下部，  

ずい部とも匿勝牲であったが，尭熟果では  

へた直下郡が儲牲で，ずい部祀慢性で轟り  

（写真岳上 ルテニウムレッド旺よ計染色  

と同道傾向尭届った．  
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考  轟  

カyキツ載卜一I，オリーブ隼田，チェリー11・1t】 ，トマト咄旺おいても収模作器周省力化虻田す晶  

研究が歩く行なわれ．果実引張僧力やへた離れ力解剖定連れてい苗．モ幻値はカンキツ葡で1～：柏  

k富，ト甘トで1～塵k臥 チェリーでは0．3～1ユ確でぁり，本葉除から得られたイチゴ勒軋た鮭  

れ力はチェリーと同程度で患った．   

東夷故の結果，イチゴのへた離れカは品種巨熟度，異形屯蓮町虻より大音く異なり，この已塵は   
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艶il喝yilヰ）らの報告と一丑した．品種間蕎異忙  

ついては，野生種のへた敗れ力が1帥宮以下  

で．栽培種に比べて著しく低く，片手で累乗咽  

みを収穫することがで重た．一方上知工用品律  

「アメリカ」偲へた離軋却ま測8叫仰gでぁ  

り，野生種の結集から考えて．奉研究の目的で  

あ岳片手収穫容易塩加工用イチゴ在育成するに  

は現在助へた戯れ力壷堪以下蜃こ低下させ乱必要  

があると考えられた．   

イチゴ由へた陛動力博果実の鹿掛こ伴い低下  

した帆へた漁れ酪拉も組織的．化学的な変化  

が進⑬．へた直下部とずい部と曲間でルテニウ  

ムレッドやヒドロキシテミ汁一錬頗応が異な  

り．両雛緒の聞でペクチンの常や畳が異なって  

変化していることがう加がわれた．高野…忙よ  

れぼ．ダイコくyのすいり部はヒドロキシラミツ  

ー鋏反応に陰性で，正常部畦廟性であり．すい  

り部は正常部に比べて老化した粗鉄であ風土し  

てい遷・このことからイチゴのへた離れ部位且  

ついて考えると，イチゴ完熟異曲へた直下部は  

苦い難敵で，ずい軌ま老化難敵であり，へた巷  
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i哺脚細山鹿d甘i血触蜘鯖t一  
日甲Ihitl血nrip声丘dtpf卿，  
血加療閥ぬa切払叩  

Pl軸5 Sモ慮onロftb巧腿1畔det如血ing匹－t昔嘘珊d  
widlrutheniumredinfullripElfrtJitロfvar．  
Am巳出払細柑Wbモー坪  

Pl咄6 Thereac（ionofhTdroxThrr）iz］ewith血rric  
旺idinthe8eCtionロfth巳ea如dehchinE  
【岨rtinfullripefruitDfⅥ打．血neri朗＝血・柵－  

b巳叩  

引張岳と若い組織と老化組織取壊卸尾戯れることになる．   

イチゴのへた離れカは同一晶乱国一熱度甫累乗でも異形萬逢いで大童く異なりた．へた散れ力  
町衆書いへたくいこ轟轟は，モのへた直下部の組旅郎ずい血中央旺まで蓮軌両敵拙の溶合両横は  
へた離れカ削＼巻い甫す蕃異に比ぺてかなり大畠いように思われた．さら軋こ爵姑息面軌ま果垂  

やへたあと直径由違い忙よっても異なるのではないかと思われた．な軌＄imom捕らはイチゴのへ  

た離れカと真東辟中心柾の維管束放との間忙相関性巷囲めている．   

以上申結果から，イチゴ町へた離れ力はへた直下帝とずい部との間の難敵化学帝位縁台力宙よぴ  

■
－
．
■
■
」
一
 
 
 



認   

両組緋蔚枯舎而韻催儲響轟れ，替合力は品種と熱度の違いにより差異があり，鈷合面適は異形の鹿  

川こよ臼異徴董蘭で龍萄い都連老兄られた．  

要  約   

1．加工用イチゴの軋た取勒件弟潜よ彷収穫作業笹省力化するため，へたは株に残し，果実曲風を   

片手収確で貴るイチゴ督育成する目的で東研究をはじめた．本尭葡では，へた離れ力と暴軌品   

程瀬よび栗東熟度老巧闇蘭越儲匝咄．  

芝．加工用晶庫「Tj川舟」旧亮熱異曲へた離れ力措異形との間に高い相関性加あ射貫す卓果．   

小弟はへた葺いこ藤尾，兼果旺比べてへた俄れ力は小さかった．  

昔．へた謙れ力虻は品聴聞毒異が乱射 野生種のへた競れ力は1叫苫以下†加工用晶庫「アメリ   

カ」Iま弧0～胡紬，生食用品種は与00甚助上で患った・  

4．果菜の熟度が進行す忌旺伴い．ぺた離れ力睦侶下した軌同時忙へた鞋れ部位取へた直下部と   

ず軒許古申填でペすチシ頂頓牒噌抽囁化していくことがうかがわれた．   

終り檀轟菓俵巻行なう旺轟たり御助力いただいた当研究所本葬武雄氏，杉原八郎氏，若狭勝底値   
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